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市
立
敦
賀
病
院
は
第
３
次
整
備
計
画
に
よ

り
そ
の
機
能
が
更
に
充
実
し
ま
す
が
、
設
備

の
み
な
ら
ず

▼
高
度
医
療
の
推
進
・
医
療
水
準
の
確

保
、
向
上

▼
地
域
に
開
か
れ
た
病
院
の
構
築

▼
療
養
環
境
の
改
善

な
ど
、
利
用
さ
れ
る
地
域
住
民
の
健
康
維

持
・
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
使
命
と
し
て

い
ま
す
。

私
は
常
に
各
医
師
に
対
し
て
医
の
倫
理
に

つ
い
て
訓
示
し
て
い
ま
す
。「
医
師
は
そ
の

責
任
の
重
大
性
を
認
識
し
、
人
類
愛
を
基
に

す
べ
て
の
人
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
。

市
立
敦
賀
病
院
は
、
嶺
南
地
域
の
中
核
的

総
合
病
院
と
し
て
、
そ
の
使
命
を
果
た
す
べ

く
高
度
医
療
に
取
り
組
み
、
信
頼
さ
れ
、
温

も
り
の
あ
る
病
院

を
目
指
し
ま
す
。

今
回
の
整
備

事
業
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問合せ　市立敦賀病院 施設整備課　 ２２－３６１１

平
成
15
年
10
月

〜
平
成
19
年
２
月
（
予
定
）

総
延
面
積
　
２
万
８,
７
０
８
㎡

総
病
床
数
　
４
１
３
床

▼
新
築
工
事

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
　
免
震
構
造

地
上
５
階
　
延
面
積
７,
８
１
５
㎡

▼
改
修
工
事

改
修
面
積
延
べ
４,
９
９
９
㎡

市
立
敦
賀
病
院
は
、
今
後
、
よ
り
複
雑
化
・
多
様
化
す
る
医
療
現

場
に
対
応
す
る
た
め
、
第
３
次
整
備
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
平
成
15
年
度
か
ら
18
年
度
の
４
カ
年
計
画
継
続
事
業

と
し
て
行
う
も
の
で
、
こ
れ
ら
に
か
か
る
総
事
業
費
は
73
億
６,
７
６

０
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

整
備
計
画
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
地
上
５
階
建
て
の
新
館
棟
の

新
築
に
伴
い
、
現
在
の
病
床
数
３
５
０
床
か
ら
63
床
増
の
４
１
３
床

に
な
り
ま
す
。
６
人
部
屋
を
す
べ
て
４
人
部
屋
に
改
善
す
る
ほ
か
、

長
期
入
院
患
者
へ
の
対
応
と
し
て
療
養
型
病
床
40
床
の
配
置
、
車
イ

ス
用
ト
イ
レ
の
増
設
、
面
会
室
・
面
談
室
を
配
置
し
ま
す
。

新
た
な
医
療
設
備
と
し
て
は
、
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｘ
線
を
照
射
し
悪

性
腫
瘍
の
細
胞
を
破
壊
す
る
放
射
線
治
療
装
置
や
、
体
内
の
結
石
を

衝
撃
波
で
破
砕
す
る
結
石
破
砕
装
置
な
ど
を
導
入
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
第
３
次
整
備
計
画
事
業
は
、
６
月
議
会
に
補
正
予
算

と
し
て
計
上
す
る
予
定
で
す
。

市立敦賀病院

中川原
なかがわら

儀三
ぎぞ う

院長

議
会
運
営
委
員
会

◎
梅
木
　
俊
一
　
○
宮
崎
　
則
夫

岡
本
　
正
治
　
　
上
原
　
修
一

小
川
　
三
郎
　
　
堂
前
　
一
幸

常
岡
大
三
郎
　
　
北
條
　
　
正

立
石
　
武
志
　
　
平
川
　
幹
夫

総
務
常
任
委
員
会

◎
平
川
　
幹
夫
　
○
和
泉
　
　
明

上
原
　
修
一
　
　
木
下
　
　
章

梅
木
　
俊
一
　
　
立
石
　
武
志

増
田
　
一
司

産
業
経
済
常
任
委
員
会

◎
常
岡
大
三
郎
　
○
中
川
　
賢
一

有
馬
　
茂
人
　
　
小
川
　
三
郎

河
端
　
　
満
　
　
水
上
征
二
郎

馬
渕
　
憲
二

文
教
民
生
常
任
委
員
会

◎
北
條
　
　
正
　
○
原
　
　
幸
雄

山
本
貴
美
子
　
　
高
野
　
新
一

岡
本
　
正
治
　
　
今
大
地
晴
美

岡
　
　
武
彦

建
設
常
任
委
員
会

◎
堂
前
　
一
幸
　
○
籠
　
　
一
郎

小
谷
　
康
文
　
　
美
尾
谷
幸
雄

奥
本
　
兼
義
　
　
宮
崎
　
則
夫

川
端
　
道
夫

原
子
力
発
電
所
特
別
委
員
会

◎
河
端
　
　
満
　
○
岡
　
　
武
彦

小
谷
　
康
文
　
　
和
泉
　
　
明

美
尾
谷
幸
雄
　
　
上
原
　
修
一

小
川
　
三
郎
　
　
梅
木
　
俊
一

馬
渕
　
憲
二
　
　
立
石
　
武
志

環
境
保
全
対
策
特
別
委
員
会

◎
宮
崎
　
則
夫
　
○
木
下
　
　
章

山
本
貴
美
子
　
　
高
野
　
新
一

籠
　
　
一
郎
　
　
岡
本
　
正
治

原
　
　
幸
雄
　
　
今
大
地
晴
美

北
條
　
　
正
　
　
奥
本
　
兼
義

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

◎
有
馬
　
茂
人
　
○
小
谷
　
康
文

山
本
貴
美
子
　
　
高
野
　
新
一

今
大
地
晴
美
　
　
奥
本
　
兼
義

（
敬
称
略◎

は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長
）

福
井
県
を
は
じ
め
、
新
潟
、
富
山
、
石
川
、
長
野
の
各
県

か
ら
61
市
の
市
長
が
集
い
、
５
月
22
、
23
日
の
２
日
間
に
渡

り
、
第
１
４
２
回
北
信
越
市
長
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

敦
賀
市
で
の
開
催
は
昭
和
60
年
以
来
18
年
ぶ
り
と
な
り
ま
す
。

地
方
分
権
が
叫
ば
れ
る
中
、
地
方
の
抱
え
る
多
く
の
課
題

を
実
現
す
る
た
め
市
長
会
の
果
た
す
役
割
は
大
き
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
市
長
は
、
提
案
さ
れ
た
福
祉
、

農
林
水
産
、
建
設
、
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
に
わ
た
る
議
案

に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
慎
重
に
審
議
を
し
ま
し
た
。

こ
の
総
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
や
決
議
は
全
国
市
長
会
を

は
じ
め
関
係
機
関
に
提
出
さ
れ
ま
す
。
地
方
か
ら
の
風
が
全

国
を
揺
ら
す
大
き
な
動
き
に
な
る
こ
と
を
祈
念
し
、
成
功
裏

に
閉
会
し
ま
し
た
。

ま
た
、
23
日
に
は
、
北

陸
新
幹
線
関
係
都
市
連
絡

協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
北
陸
新
幹
線
の
通
過

ル
ー
ト
あ
る
い
は
関
係
す

る
37
市
の
市
長
が
、
早
期

実
現
を
目
指
す
た
め
の
要

望
書
を
決
議
す
る
と
と
も

に
、
国
な
ど
に
対
し
て
今

後
と
も
働
き
か
け
を
続
け

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

５
月
16
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
臨
時

会
に
お
い
て
、
議
長
に
増
田
一
司
氏
、
副

議
長
に
水
上
征
二
郎
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
委
員
会
は
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

議長
増田一司氏

副議長
水上征二郎氏
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今
日
、
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
敦
賀
市
で
も
介
護

を
必
要
と
す
る
方
が
年
々
増
え
て
お
り
、
提
供
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
量
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
今
後
も
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま

す
。（
棒
グ
ラ
フ
参
照
）

現
在
敦
賀
市
の
65
歳
以
上
の
方
は
１
３,
２
９
６

人
で
す
が
、
平
成
19
年
に
は
１
４,
６
４
１
人
に
増

え
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
介
護
保
険
で
は
、
今
後
サ
ー
ビ
ス
が
ど
の

程
度
必
要
か
、
そ
の
た
め
の
介
護
保
険
料
は
ど
う
な

る
の
か
な
ど
、
３
年
に
一
度
計
画
を
見
直
す
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
今
年
が
そ
の
年
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
実
績
を
踏

ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
３
年
間
の
利
用
予
測
を
し
た
と

こ
ろ
、
保
険
給
付
が
大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
で
す

の
で
、
保
険
料
の
増
額
が
避
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。介

護
保
険
の
財
源
の
半
分
は
公
費
、
半
分
は
保
険

料
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
の
見
直
し
に
よ
り

改
正
さ
れ
る
の
は
、
65
歳
以
上
の
方
（
円
グ
ラ
フ
参

照
）
の
保
険
料
基
準
額
で
す
。

平
成
14
年
度
ま
で
の
基
準
額
年
３
３,
８
０
０
円

が
、
平
成
15
年
度
か
ら
は
年
３
７,
２
０
０
円
と
な

り
ま
す
。
年
間
で
３,
４
０
０
円
の
増
額
と
な
り
ま

す
が
、
県
・
国
の
基
準
額
の
平
均
よ
り
も
低
い
金
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
基
準
額
の
県
平
均
は
年
４
１,

６
４
０
円
、
国
平
均
は
年
３
９,
５
１
６
円
）

こ
の
基
準
額
を
も
と
に
、
所
得
に
応
じ
て
次
の
ペ

ー
ジ
の
と
お
り
に
保
険
料
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

● ●

● ●

5 問合せ　長寿福祉課　 ２２－８１８０

平
成
15
年
度
か
ら
、
低
所
得
の
方
を
対
象
と
し
た
減
免
制
度
を
実
施
し

ま
す
。
介
護
保
険
料
の
段
階
が
第
１
段
階
（
生
活
保
護
受
給
者
を
除
く
）

お
よ
び
第
２
段
階
の
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方
は
、
減
免
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。①

〜
⑤
の
す
べ
て
に
該

当
す
る
方

市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

本
人
と
ご
家
族
の
前
年
の
年

間
収
入
の
合
計
金
額
が
、
次

の
額
以
下
で
あ
る
。

・
１
人
世
帯
の
場
合

１
１
０
万
円
以
下

・
２
人
世
帯
の
場
合

１
７
０
万
円
以
下

※
世
帯
員
が
１
人
増
え
る
ご

と
に
60
万
円
を
加
算

市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
方

に
扶
養
さ
れ
て
い
な
い
。

市
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
方

と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
。

資
産
を
活
用
し
て
も
な
お
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
状
態
に

あ
る
。

減
免
内
容

第
１
段
階
の
方

１
８,
６
０
０
円
か
ら

１
１,
１
０
０
円
に
減
額

第
２
段
階
の
方

２
７,
９
０
０
円
か
ら

１
８,
６
０
０
円
に
減
額

減
免
内
容

減
免
対
象
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し

た
場
合
、
１
割
の
利
用
者
負
担
額

を
さ
ら
に
２
分
の
１
に
減
額

減
免
対
象
サ
ー
ビ
ス

訪
問
介
護
・
訪
問
看
護
・
訪

問
入
浴
介
護
・
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
・
通
所
介
護
・
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

（
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
）
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
来
庁
が
困
難
な
場
合

は
、
長
寿
福
祉
課
介
護
保
険
係

ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

平
成
15
年
７
月
１
日
〜
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一
般
会
計
と
は
、
市
の
中
心
に
な
る
会
計
で
、
そ
の
歳
入
や
歳

出
も
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

歳入の約51％は、市税で支えられています。
続いて、国庫支出金、市債、繰入金の順になっています。

特別会計とは、特定の事業について設けられた
会計で、事業ごとの予算になっています。

企業会計とは、会社の形で運営されている会計で、病
院や上水道があります。

個人や事業所にかかる税金で、
市に納められるもの
国からの負担金や補助金など
市が借り入れたお金
市の基金（預金）の取り崩しなど
県からの負担金や補助金など

市
の
財
政
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
市
税
や
国
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
収
入
で
成
り
立
ち
、

よ
り
よ
い
市
民
生
活
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
歳
入
（
収
入
）
と
歳
出
（
支
出
）
な
ど
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳
入
と
歳
出
は
、５
月
31
日
に
締
め
切
ら
れ
ま
す
の
で
、

各
会
計
と
も
未
収
、
未
払
い
を
残
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
15
年

３
月
31
日
現
在
）

歳出は、土木費が最も多く、続いて民生費、総務費、衛生費
の順になっています。

道路や住宅、公園などを
整備しました
お年寄りや障害者、
子どもたちを支えました
防災やまちづくりなどを
幅広く進めました
みなさんの健康を支え、
環境美化を推進しました
学校教育や生涯学習、文化、
スポーツを振興しました
商工業や観光を振興しま
した

地区会館などで行われている
地域ふれあいサロン（民生費）

昨年末にオープンした敦賀きらめき温泉リラ・ポート（商工費）

市民はもとより世界の誰もが参加できる
敦賀マラソン大会（教育費）

問合せ　財政課　 ２２－８１０４



89

今年で２年目となる田んぼの学校。今年は中郷小学校の
５年生全員７５人が“入学”し、田植えを体験しました。
全員、田んぼに入るのが初めてでしたが、「泥のヌルヌル
が気持ちいい！」「すごく楽しい」と、田植え体験を楽し
みました。子どもたちは秋の収穫まで、体験や調べ学習な
どを通して実際の農業に触れていきます。

あなたが写っていたら、ご連絡ください。写真を
差し上げます。 広報広聴課　 ２２ー８１１２

◎
朗
読
を
楽
し
む

講
師
　
人
村

ひ
と
む
ら

朱
美
あ
け
み

氏
（
舞
台
女
優
）

１
回
目
　
お
も
し
ろ
紀
行
文
あ
れ
こ
れ

６
月
22
日

14
時
〜
15
時
30
分

２
回
目
　
シ
ア
タ
ー
・
時
代
小
説

７
月
13
日

14
時
〜
15
時
30
分

３
回
目
　
ミ
ヒ
ャ
エ
ル
・
エ
ン
デ
の
世
界

９
月
14
日

14
時
〜
15
時
30
分

申
込
み

受
講
日
の
３
日
前
ま
で
（
連
続
受

講
の
方
は
初
回
の
３
日
前
ま
で
）

◎
リ
サ
イ
ク
ル
小
物
づ
く
り

講
師
　
西
尾
に
し
お

弘
ひ
ろ
し

氏

古
紙
活
用
の
作
品
づ
く
り
に
あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

１
回
目
　
６
月
29
日

14
時
〜
16
時

２
回
目
　
７
月
27
日

14
時
〜
16
時

３
回
目
　
８
月
31
日

14
時
〜
16
時

※
は
さ
み
・
カ
ッ
タ
ー
な
ど
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切

６
月
25
日

（
定
員
20
人
）

と
　
き

６
月
21
日

14
時
〜

と
　
き

６
月
28
日

14
時
〜

４
月
・
５
月
に
入
っ
た
図
書
の
中
か
ら
紹

介
し
ま
す

○
背
た
け
に
あ
わ
せ
て
本
を
読
む

○
図
解
「
世
の
中
」
の
カ
ラ
ク
リ

○
朝
10
時
ま
で
に
仕
事
は
片
づ
け
る

○
ひ
と
が
否
定
さ
れ
な
い
ル
ー
ル

○
い
ろ
は
に
京
都

○
フ
リ
ー
タ
ー
と
い
う
生
き
方

○
ト
コ
ト
ン
や
さ
し
い
法
律
の
本

○
教
室
の
中
の
気
が
か
り
な
子

○
天
才
セ
ッ
タ
ー
中
田
久
美
の
頭
脳

○
人
間
の
条
件
　
上
・
下

○
永
田
町
の
常
識
は
国
民
の
非
常
識

○
新
撰
組
史
跡
事
典
　
東
日
本
編

○
福
井
の
野
鳥

○
敦
賀
市
地
域
防
災
計
画

（
一
般
書
１,
４
６
６
冊

・
児
童
書
３
９
９
冊
）

な
お
、
新
着
図
書
案
内
一
覧
表
は
、
図
書

館
・
公
民
館
等
に
お
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

Ｊリーグ・柏レイソルのサッカースクールコーチに、市
内の小・中学生、およそ１５０人が指導を受けました。教
室は２日間行われ、この日は天筒グラウンドで行いました。
子どもたちはパスやドリブルなど、サッカーの基本につい
て指導を熱心に受けていました。

敦賀工業高校横から関の旧国道２７号線まで、東西を結ぶ「ふ
るさと夢街道（総延長４,５７０ｍ）」が完成し、開通式が行われ
ました。この道は、カントリーエレベーターや公設市場等へ農作
物などをより迅速に輸送することを目的に整備された農道です。
さらに歩道も整備され、地域の皆さんの生活道路としても有効に
利用されます。

青空の下、高野の市老人健康農園でイモの苗植え付けがあ
りました。市老人クラブ連合会農園部会のみなさんが、和幸
園のお年寄りや市内の保育園児に土に親しんでもらおうと昭
和５３年度から毎年実施しています。
農園部会の方に「こうやって土をかけてね」と教わりなが

ら、園児たちは秋に実るおイモを楽しみに苗を植え付けまし
た。

きらめきみなと館で親子のフェスティバルが行われまし
た。親子・仲間・地域とのふれあいをモットーに開催され、
今年で２１回になります。およそ５,０００人の親子が集ま
り、巣箱づくりや貝殻の根付け、おりがみ、ストラックア
ウトや輪投げなど各コーナーの催し物を楽しみました。

７月１日 ～　市役所市民ホール

梅垣
うめがき

博
ひろし

〈敦賀美術作家会〉


